
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
      

滋賀県では琵琶湖は流域の環境 

・生態系・暮らしのありようを 

映し出す鏡であるという認識の 

もと、森川里湖海のつながりを 

大切にした地域づくりやプラスチックごみ削減

の活動が市民協働で進められています。 

日時：6 月 29 日（木）14：00～16：00 

場所：

対象：市職員・市民・市内の事業者の方 

講師：佐藤祐一さん（ ） 

くららで話そ！ 

本でつながるキッカケづくり 
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くららの SNS 
 

Facebook Twitter Instagram 

市民活動推進講座 

高校生と大人が“ワクワク”する 

活動の作り方 

くらら利用者協議会 

全体会議のお知らせ 

イベントレポート  

くららで話そ！日本での子育てとネパールとのかかわり

と学習支援などあれこれ話そ！ 

協働のまちづくりセミナー 

「水でつながる」流域で考えよう 

環境と生態系の保全・再生 

高校生の興味関心や「もっと活 

動したい」という気持ちを育み、 

高校生たちと楽しめる活動をみ 

んなで考えてみませんか？ 

日時：7 月 18 日（火）18：00～20：00 

場所：  

対象：高校生と活動してみたい・している方 

講師：浅野暖斗さん（NPO 法人青二才） 

くららの利用者が集い、交流・連携を深め、よ

りよい運営や市民活動の発展について考える全

体会議を開催します。6 月中に資料をメールま

たは郵送でお送りしますのでご確認ください。 

日時：7 月 15 日（土）14：00～16：00 

場所：  

日時：6 月 30 日（金）18：30～ 

場所：キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 

   1 階交流スペース 

ゲスト：鈴木晃子さん（Book∞Ring） 



 

障害の有無にかかわらず、すべての人が地域の中でともに支え合いながら暮らすことのできる社会づくりの

一助となるべく、自動車を購入する費用を助成します。 

対象事業：障害者の福祉活動 

対象団体：東日本地区に所在する特定非営利活動法人 

助 成 額：上限 150 万円（総額 1,500 万円） 

応募締切：2023 年 7 月 7 日（金） 

問 合 せ：SOMPO 福祉財団 

TEL 03-3349-9570 

公益財団法人 SOMPO 福祉財団 

自動車購入費助成 

助成金情報 

生活協同組合パルシステム茨城 栃木 

くらし活動助成基金 

私たちと一緒に、暮らしやすい地域づくりに取り組んでいきませんか？ 

対象事業：日々の暮らしの悩みや課題をよりよくしようとする地域に根差したグループの活動 

対象団体：茨城県もしくは栃木県を拠点として活動している、非営利目的の社会貢献活動団体等 

助 成 額：10 万円、20 万円、40 万円（部門別の上限） 

対象期間：2023 年 10 月 1 日（日）～2024 年 8 月 31 日（土） 

応募期間：2023 年 7 月 1 日（土）～7 月 31 日（月） 

問 合 せ：生活協同組合パルシステム茨城 栃木 

TEL 029-303-1616 

E-mail ibaraki-kumiaiinkatudoubu@pal.or.jp 

 社会福祉法人 丸紅基金 

丸紅基金社会福祉助成金 
 

丸紅基金は総合商社丸紅株式会社ならびに丸紅グループの役員、社員、元社員、その他関係者の寄付により、

全国の福祉団体へ「社会福祉助成」を行っています。 

対象事業：既存の社会福祉分野（障がい、高齢、児童、青少年）のほか、引きこもり支援、生活困窮者支援、

子ども食堂、女性保護、地域コミュニティ活動など、行政の手の届きにくいと思われる案件 

対象団体：非営利の法人もしくは 3 年以上の活動実績がある団体 

助 成 額：上限 200 万円（総額 1 億円程度） 

対象期間：2023 年 12 月～2024 年 11 月末 

応募締切：2023 年 6 月 30 日（金） 

問 合 せ：丸紅基金 

TEL 03-3282-7591 

FAX 03-3282-9541 



 

懐かしの名曲をみんなで歌いましょう！ 

日 時：2023 年 6 月 25 日（日） 

13：30～15：30（開場 13：00） 

場 所：栃木文化会館 大ホール 

内 容：音楽に合わせて参加者全員で歌います♪ 

参加費：500 円（飲み物・歌集代） 

問合せ：蔵の街うたごえ実行委員会 

TEL 0282-24-5868  

蔵の街うたごえ実行委員会 

第 47 回 蔵の街うたごえ喫茶 

地域での活動やまちづくりに関する講座を行います 

日 時：2023 年 7 月 4 日（火）～ 

2024 年 1 月 23 日（火）のうち 12 日間  

場 所：栃木文化会館 

内 容：郷土、まちづくり、現代社会、健康・医療

分野の講座 

参加費：2,000 円（全 12 回） 

申込期間：6 月 1 日（木）～14 日（水） 

問合せ：栃木市教育委員会事務局 生涯学習課  

TEL 0282-21-2491 

NPO 法人 栃木おやこ劇場 

タニケンファミリーコンサート 

NHKE テレ「フックブックロー」のけっさくくん役

でおなじみのタニケンが贈るコンサート♪ 

日 時：2023 年 7 月 9 日（日） 

開演 15：00（開場 14：30） 

場 所：栃木文化会館 小ホール 

内 容：歌・ギター・アコーディオン・パーカッシ

ョンの演奏 

参加費：指定席 前売 2,500 円 当日 2,800 円  

自由席 前売 2,000 円 当日 2,300 円 

会員になると会費のみで観られます！ 

問合せ：栃木おやこ劇場 

TEL 0282-21-8776  

登録団体からのお知らせ・イベント情報 

栃木高校 社会部・史学部 

栃木高校登録有形文化財一般公開 

 
栃木高校の旧跡を近くで見てみませんか？ 

日 時：2023 年 6 月 11 日（日）10：00～15：00 

場 所：栃木高校 

①記念館 ②講堂 ③記念図書館 ④県庁堀 

参加費：無料 

問合せ：栃木高校 地歴公民科 阿部治 

TEL 0282-22-2595 

栃木市教育委員会事務局 生涯学習課 

栃木市民大学受講生募集 

子ども・若者を応援する NPO で、社会に役立つ活動や課題を解決するための活動に取り組んでみませんか？ 

期 間：2023 年 8 月～2024 年 2 月のうち 12 日（96 時間）以上  

場 所：栃木県内の子どもや若者の未来をつくる活動をする NPO（9 団体程度） 

対 象：栃木県内の大学生、専門学生などの若者、栃木県出身の若者など 

内 容：NPO での就労体験（スタッフの視点で関わることで、活動の背景や課題などを深く学べます） 

奨励金：60,000 円  

申込締切：6 月 15 日（木） 

問合せ：とちぎコミュニティ基金 TEL 028-622-0021 

とちぎコミュニティ基金 

学生 NPO インターンシップ参加者募集 



開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休 館 日 水曜日・年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町６-８ キョクトウとちぎ蔵の街楽習館内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

最近雨のしとしと降る日が多くなってきました。室内で雨音に耳を澄ましながら

家事をするもいいし、外で水溜まりやぬかるみを踏まないようにして遊ぶのも楽

しいです。みなさんは雨の日をどんな風に過ごされているのでしょうか。（大塚） 

 

とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

※くららは、NPO法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています 

くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

報告   

 

編集後記 

登録団体数：２６６団体 

会員数：２３，０７５名 

（令和 5 年 6 月 1 日時点） 

第 307 回 4 月 28 日（金）19：30～20：30  

日本での子育てとネパールとのかかわりと学習支援などあれこれ話そ！ 

ルイテル・マヘスさん（株式会社 SMS 代表取締役）＆山口 健一さん（栃木市教育委員会事務局）と高校生 

マヘスさんは、とちぎネパールコミュニティの代表として、さまざまな国籍の方が参加する清掃活動などを企

画しています。ネパールの方の相談に乗っているなかで感じたことを話してもらいました。「長く暮らしていく

には日本の食べ物に慣れていくほうが良い。日本食の作り方を学ぶ場が必要なのでは」なかには、YouTube で日

本の料理の作り方を学ぶ人もいるそうです。保護者が日本語の書類を読んで、学校への持ち物を準備するのも大

変という話もありました。さらに、さまざまな理由で保育園の入園を諦める場合があり、共働きができず、収入

が減ってしまい、その結果困窮につながってしまうという話も出ました。 

日本の慣習についても文化の違いから戸惑うことがあるようです。例えば、帽子のひもをつけないというよう

な細かいルールやお願いをされることの理由がわからないというようなことです。また、友だちの家に行って遊

ぶことが少ないことはこどもにとってストレスになっているのではという話もありました。 

山口さんは、本業の傍ら外国ルーツのこどもたちに勉強を教えています。青年海外協力隊の経験を活かし、ネ

パールの方の生活支援も行っています。山口さんが出会った高校生の受験体験談を聞きながら、どのように学習

や進路のサポートができるのかを考えました。高校生からは今の学校生活について「自分のペースで学べるから

良い」と話す一方で、進路について、「自分のやりたいことや将来の夢を叶えるためにどんなことをしたらいい

のか、情報がほしい」という声もありました。入試制度の情報不足から受けられる試験を受けられない。面接試

験においても、日本での学習経験の不足等から質問されていることに答えられないということもあるようです。

一人ひとりが思い描く進路に進めるようにサポートしていくことができたらいいですよね。 
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